令和４年度　第１回　大府市文化財保護審議会

日時：令和４年５月18日（水）

　　　午後１時30分～午後２時15分場所：市役所201・202会議室
[出席者]（委　員）伊藤啓信、飯田隆裕、中村道宣、舘内三郎、中井良岳、池田ちか
　　　　（事務局）岡村市長、信田部長、田中課長、小田原館長、水谷、塚野、内藤
[欠席者]（委　員）花井しおり、見田隆鑑、西尾一、小早川道子
[傍聴者]　０名

１．開　会
２．委嘱状の交付
３．市長あいさつ
４．文化財保護審議委員、事務局自己紹介　(資料１)
５．会長・副会長選出
６．報　告　

令和３年度事業実績報告
（1） 歴史民俗資料館事業実績報告　（資料２）

（２）文化財保護関係事業実績 （資料３）
（３）入館者数　（資料４）

事務局より一括説明
委員)重点目標には、「歴史的・民俗的資料の公開・展示」、「郷土の歴史や文化が学べる環境づくり」が掲げられているが、美術系の事業が多くなっている。来館のきっかけ作りとしては理解できるが、どのような考えで実施しているのか。
館長）市民には広く良いものを見ていただきたいため実施しているが、大府市に関係する事業もやっていきたい。昭和をテーマにした展示は、興味を持っていただけるため、力を入れていきたい。
委員）昭和の展示では北名古屋市が集中的に行っているが、大府ならではの昭和を深めた事業を行ってほしい。
委員）仏像バーチャルミュージアムの計画はどのようになっているか。
館長）コロナ感染症拡大防止による大学の活動制限により、昨年度は中断していたが、今後再開される見込みである。
７．議　題

令和４年度事業計画
（1） 歴史民俗資料館事業計画　 （資料５）
（2） 文化財保護関係事業計画 （資料６）

（3） 大府市文化財保護審議会　活動予定 （資料７）

事務局より一括説明
委員)石丸遺跡の標柱を新設するとのことだが、どのようなものとなる見込みか。
館長）石丸遺跡については諸説あるため、解説は付けない。遺跡の位置を示す柱を設置する予定である。
８．その他
事務局より委員報酬について説明
県外視察研修と知多地方文化財保護委研修会の日程が連日になってしまったため、県外研修の日程を調整中である。決定次第、事務局より連絡する。

以上
